
【情報提供シート記載要領】 
 
１．記載上の注意点 

（１）添付の「情報提供シート」に記載された情報については、関東農政局が管理するホー

ムページ上で公開することとなりますので、情報提供シート内にある「公表同意書」に

同意の意思及び同意書に記載した方の法人名、所属・役職名、氏名（個人名で肥料登録

を受けている場合は、氏名のみの記載で可）を、必ず記載してください。 
公表同意書への記載が無い場合は、ホームページへの掲載ができない場合が有ります

ので、ご留意ください。 

（２）情報提供シート中、①～⑧までの必須項目すべてについてご回答いただけない場合は、

「公表同意書」に同意いただいていてもマップへの公表ができませんので記載漏れのな

いように注意してください。 
なお、今回の締め切り日（10 月７日）以降に、分析等を行い必須項目すべてを記載し

て公表を希望される場合は、個別に対応いたしますので、調査業務実施機関（株式会社矢

野経済研究所）までご連絡ください。 

（３）複数の商品（登録番号が異なるもの。商品の形態（粉状、ペレット）の違いを含む。）

の掲載をご希望される場合は、その商品ごとに情報提供シートを作成してください。 

（４）本件に係る公表事項の内容及び商談上のトラブル等に関して関東農政局では、責任を

負いませんので、あらかじめご了承ください。 
 
２．各項目の記載方法等 

①企業名（必須項目） 

法人登記されている場合は、その正式名称を記載してください。 
肥料の品質の確保等に関する法律（昭和 25 年法律第 127 号。以下「肥料法」という。）

第４条の肥料登録を受ける際に、個人名で登録を受けている場合は、登録申請者の氏名

を記載してください。 
②住所（必須項目） 

原則として、本社の住所といたしますが、肥料製造部門等が本社所在地と異なる場合

は、当該汚泥肥料の生産に関する問い合わせ等に対応可能な事業場の住所としてくださ

い。 
③電話番号（必須項目） 

原則として、本社の電話番号といたしますが、当該汚泥肥料の生産及びお問い合わせ

等に対応可能な事業場の電話番号としてください。 
④肥料の名称（必須項目） 

肥料法第４条の登録を受けた肥料の名称を記載してください。ペットネームの併記も

可能です。ペットネームを併記する場合の記載方法は、「商品名（       ）」とし

てください。 
⑤肥料登録番号（必須事項） 

肥料法第４条の登録を受けた肥料登録番号を記載してください。 
⑥肥料成分（必須事項） 

分析を行った窒素全量、りん酸全量、加里全量及び含水率について記載してください。

なお、上記以外の肥料成分の分析を行った旨を公表したい場合は、⑭その他の情報の欄

に記載してください。 
 
 



⑦有害成分分析結果（必須事項） 

令和４年４月 1 日以降に、肥料法の汚泥肥料の公定規格に定められた以下の有害成分

（含有を許される有害成分の最大量（％）欄の成分）について、分析した結果について、

それぞれの成分の欄に％で記載してください。分析年月日の欄に、分析実施日を記載し

てください。（令和４年３月 31 日以前に分析されたデータは、この有害成分分析結果の

記載要件を満たしません。） 
なお、実際の公表に際しては、記載された分析値の確認のため、別途、分析証明書の提

出をお願いしますので、予めご了承ください。 
 

【参考：汚泥肥料の公定規格（抜粋）】 

含有を許される有害成分の

最大量（％） 

ひ素       0.005 
カドミウム    0.0005 
水銀       0.0002 
ニッケル     0.03 
クロム      0.05 
鉛        0.01 

 
⑧原料（必須事項） 

使用した原料全てを記載してください。記載する原料の名称は、以下の例を参考に一

般的な名称を持って記載してください。凝集促進材等の材料の記載は不要です。 
（例）し尿汚泥、下水汚泥、工業汚泥、焼成汚泥、家畜ふん、食品残渣、コーヒーかす 
⑨肥料製品の画像の公開の希望（任意事項） 

マップに掲載する情報には、当該汚泥肥料の製品に関する画像の公表も可能です。「希

望あり・なし」いずれかを○で囲んでください。別途、実際の公表に際して、製品に関す

る画像について電子媒体（pdf や jpg ファイル）等での提供をお願いいたしますので、予

めご了承ください。 
⑩性状 

肥料製品の性状について、粉状、ペレット又は粒状等の記載をしてください。 

⑪自社ホームページ（任意事項） 

御社のホームページについても公表を希望される場合は、この欄に URL を記載してく

ださい。 
⑫価格（任意事項） 

一般的な顧客向けの価格で、公表したい範囲で記載してください。また、「価格につい

ては、個別に相談させていただきます。上記電話番号にご連絡ください。」等の表記でも

構いません。 
⑬お客様向けサービス（任意事項） 

実際に、農業者の方からのご依頼に対応可能な、「お客様向けサービス」について公表

可能な範囲で記載してください。お客様向けサービスの例は、「50 袋（20 ㎏入り）以上

は配送いたします。（配送料別途相談）」や「農業者様向けサービスとしてすき込み等の施

肥作業のお手伝いをいたしますので、ご相談ください。」等となります。 
⑭その他の情報（任意事項） 

具体的な土壌改良効果に関するアピールポイント、施用のおすすめの農産物や施用方

法について公表可能な範囲で記載してください。 
 


